


ドクタラーゼをご覧の皆さま、初めまして。「第
24回東北大学医学祭」で実行委員長を務めて
おります、東北大学医学部４年の阿久津諒と申
します。

「東北大学医学祭」は、医学部の学生を中心に
運営される、「医学・医療」に着目した企画を特
徴とする学園祭です。3年に1度の開催でありな
がら、これまで計23回を数え、今年10月には

「第24回東北大学医学祭」を開催する予定です。
今回のテーマは「医療が結ぶ地域の輪」です。
これは医学祭が、来場者と東北大学・学生を輪
のように結ぶ交流の場となってほしいという私た
ちの願いを込めたものです。
また、来場者が医学・医療に触れ、自身の健康
や最新の医療について関心を深める場を提供す
ることも私たちの目標の一つです。具体的には
様々な話題に関する講演会を用意し、医学に関
する知識を深める機会を提供しようと考えていま
す。
また小さな子どもたちにはぬいぐるみを用いた診
療体験企画「ぬいぐるみ病院」を、将来の進路
を考える中・高校生には手術トレーニング機器
の操作体験などを通じて、医師を含めた医療ス
タッフの仕事についての理解を深めてもらおうと
準備しています。臨床医学はもちろん、基礎医
学についても関心を持ってもらおうと、実際に手
を動かして実験をする企画も準備中です。
また今年は歯学部とも連携し、口の中の健康に

関する企画も検討しています。
前回の医学祭の時にも、私は実行委員として開
催に携わっていました。それから今日に至るまで、
どんなイベントにするのが医学祭にふさわしいの
か、様々な機会に思いを巡らせてきました。開
催が次第に近づいてくるにつれ、そのアイデアを
実現するのに困難を感じることもあります。その
ようななかで、医学祭に協力してくれている実行
委員の存在がとても大きいものだと改めて実感し
ています。現在およそ100名の学生が実行委員
として各部署で準備を進めていますが、医学祭は
一部の実行委員のやる気や頑張りだけで成功す
るものではありません。良い意味で多くの人を巻
き込んで、助け合い楽しみながら、心を込めて
準備していこうと思っています。ぜひ会場に遊び
に来てください！お待ちしております！

●第24回東北大学医学祭
日程：2019年10月13日（日）～ 14日（日・祝）
場所：東北大学星陵キャンパス
お問い合わせ：
TohokuMedFes@proj.med.tohoku.ac.jp
活 動の 近 況はFacebook、
Twitterで公開中！
@TohokuMedFesをぜひ
フォローしてください！

第24回東北大学医学祭
第24回東北大学医学祭　実行委員長　阿久津 諒

医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Event

Event

Team Medics  School Of Liberal Arts （SOLA）  January 2019『医学部では教えてくれないアナザーキャリア』開催報告　
順天堂大学医学部医学科3年　横島 健人、昭和大学医学部医学科5年　松根 佑典

Medical Future Fesは、学校の教室に閉じこ
もるのではなく、医療に関する様々なことを学び、
全国の医療系学生と協力しながら新しい医療を
創り上げていこうとする場を提供する団体です。
メンバーは30人で、医学・看護学・薬学・歯学・
理学療法学・栄養学など多様な分野の学生が所
属しています。活動内容としては、Summer Fes

（8月開催）を中心に、定期的に勉強会や内部研
修会を開催しています。
Summer Fes 2018は 2018 年 8月18日～ 19
日に日本医師会館にて開催いたしました。内容
としては、全国から集まった学生団体によるプレ
ゼン、メディアアーティストであり実業家でもある
落合陽一先生、CGクリエイターでもあり医師で
ある瀬尾拡史先生、医療×エンタメの石井洋介
先生によるご講演と、メイクセラピー・災害医療・
栄養食についての講演が行われました。2日間

のイベントには北海道から九州まで医療系の学
生約200人が集まり、会場の至る所で学生同士
が熱く語っている姿が見られるなど、熱気に包ま
れていました。

【開催概要】（予定）※変更になる場合がござい
ます。
日程：2019年8月17日（土）～ 8月18日（日）
場所：未定
料金：【学生】両日…3,000円、1日…2,000円

（いずれも昼食代込み）
【社会人】両日…15,000円、1日…10,000円
（いずれも昼食代込み）
対象：医療分野に興味のある方
主催：Medical Future Fes
Facebook：https://www.
facebookcom/medicalfuturefes/

Medical Future FesのFacebookページ、また
はその他のSNS（Instagram、Twitter）の参加
フォームにてお申し込みいただけます。皆さんの
ご参加をスタッフ一同心待ちにしております。こ
のイベントに参加して今後の人生を変えませんか。

Summer Fes 2019のご案内
Medical Future Fes
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6月22日（土）に東京の日本橋にてSANDBOX 
Open Conferenceを開催します。本イベントでは、
ライフサイエンスに関心のある学生・若者にお集
まりいただき、次世代のイノベーションにつなげ
るための環境づくりを考えていきます。イベント
では昨年7月からSCOOPプロジェクトに取り組
んだチームの報告会も予定しています。ASEAN
の薬剤耐性菌問題、旭川市のフレイル対策、デ
ータの解析を通じたヘルスケアの在り方の開拓、
Choosing Wiselyの啓発活動、医療と教育の両

分野での意見交換の場づくりに取り組む5チー
ムが発表予定です。
5月には2019年度SCOOPプロジェクトの募集
を開始します。興味のある方は、後日サイトで詳
細をお知らせいたしますので、ご確認ください。

【Open Conference】
日時：2019年 6月22日（土）13:00 ～ 16:30

（開場12:30）
場所：東京都中央区日本橋本町2－3－11　
日本橋ライフサイエンスビルディング201会議室

LINK-J サイトより要事前申込
【SCOOPプロジェクト】
趣旨：異分野の学生・若者が協働してライフサイ
エンス分野の課題にチャレンジするプロジェクト
応募資格：ライフサイエンスに関心のある大学
生・大学院生・研修医・ポスドク・新卒後３年未
満の社会人（社会人の場合は35歳
未満の者とする）
募集時期：2019年5月募集開始予定
WEB：https://www.link-j.org/sandbox/

いつかノーベル賞につながるイノベーションを
LINK-J SANDBOX SCOOP 

Report

学生・研修医のための家庭医療学夏期セミナー、
通称「夏セミ（かせみ）」は、「家庭医療について
学び、気軽に情報交換でき、将来を考える場所」
として、全国の医療系学生&研修医250名と家
庭医療・総合診療に携わる200名を超える先生
方が集まるセミナーです。 
家庭医療が何かを知り深めていくことのできる
初日・特別企画、厳選された約40のテーマか
ら自分に合わせて五つ選択できるワークショップ
形式のセッション、家庭医療の第一線で活躍さ
れている先生方と直接お話しできるMeet The 
Experts、学部を越えて気軽に話せる多職種企
画、人気研修病院も多数参加し卒後のキャリ
アを考えることのできるポスターセッションなど、

様々な企画から構成されています。また、全国か
ら集まる参加者同士の交流も魅力の一つです。 

「家庭医療ってなに？」という方から「もっと深め
たい！」という方まで、みんなで楽しく家庭医療
について学んでみませんか？たくさんの方のご応
募をお待ちしています！ 

日程：2019年8月3日（土）～ 5日（月） 
会場：ニューウェルシティ湯河原

（〒413-0001 静岡県熱海市泉１０７）
※東京駅から電車で約1時間30分 
定員：250名（うち研修医枠30名、先着順） 
対象：医学生・医療系学生・研修医（原則5年
目まで）

申込開始予定：2019年5月11日（土）（予定）
夏期セミナー WEB：
http://www.jpca-srs.umin.ne.jp/wp/ 
お問い合わせ先：
kakiseminar.smile@gmail.com

第31回学生・研修医のための家庭医療学夏期セミナー 参加者募集！！
日本プライマリ・ケア連合学会　学生・研修医部会 

Event

Event

Team Medicsは1月20日（日）にSOLA January
『医学部では教えてくれないアナザーキャリア』
を開催いたしました。今回は高知大学医学部を
卒業後、高知や横浜での臨床経験や厚生労働
省勤務を経て、現在はデジタルヘルスなどを研
究されている石井洋介先生をお呼びしました。
石井先生は自ら潰瘍性大腸炎という難病で手術
を経験され、患者としての立場から「医療情報を
親しみやすく多くの人に届けたい」、「届けた情報
から人々の行動変容を起こしたい」という理念の
もと、ゲームやデザインの観点から研究に取り組
まれている方です。開業されているクリニックでの
お仕事や、高知の研修医時代に地元の研修医志

願者数を大幅に増加させたお話、また斬新な切り
口で医療問題に取り組まれている様子など、先
生の多彩な活動についてご講演いただきました。
ご講演の合間には医師のキャリアに関するワー
クショップも行われました。専門分野や勤務先
によって医師の働き方は様々です。現在の働き
方改革や女性医師に関する課題など、複雑な問
題が山積するなかで、学生たちは自分の将来に
ついてしっかりと考える時間を持つことができた
と思います。そのなかでも特に、自分の本当に
やりたいこと（＝内的キャリア）と専門医などの
資格（＝外的キャリア）を分けて考え、できるこ
ととやりたいことを整理するために、自分の考え

を紙に書き出してまとめる作業はとても役立つ
ものでした。臨床や基礎医学をはじめ社会医学
やテクノロジーなど志す分野は人それぞれですが、
どの分野でも自らの本当にやりたいことを追求し、
しっかりと考えて突き進むことの大切さを学べた
と思います。
Team Medicsでは引き続き、月１回の勉強会に
加え、SOLAを不定期で開催していますので、皆
様のご参加を心よりお待ち申し上げます。
最後になりますが、お忙しいところお集まりいた
だいた学生の皆様、日頃からご協力いただいて
いるJIGHと東京都医師会の皆様、そしてご登
壇いただいた石井洋介先生に感謝申し上げます。

Team Medics  School Of Liberal Arts （SOLA）  January 2019『医学部では教えてくれないアナザーキャリア』開催報告　
順天堂大学医学部医学科3年　横島 健人、昭和大学医学部医学科5年　松根 佑典
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▶ドクタラーゼについて

▶医学生参加企画に応募しよう！

ドクタラーゼは、公益社団法人日本医師会がこれからの医療を担う医学生を対象に発行する
無料情報誌です。年に４回（１月・４月・７月・10月下旬）発行しており、医学生の皆さんが大
学の授業とは異なる視点で医学・医療について考えるきっかけになるよう、毎号、幅広いテー
マについて取り上げています。また、様 な々医師会活動についても紹介しています。

ドクタラーゼでは、医学生の皆さんに参加していただける企画を用意しています。
参加してみたい！と思う企画がありましたら、編集部にぜひご連絡ください！

よくあるご 質 問
【ドクタラーゼ】

Q&&A【日医Lib】

ドクタラーゼのバックナンバーは、すべてドクタラーゼ WEB上で公
開されています。また、日本医師会の電子書籍サービス「日医Lib」
でもバックナンバーをご覧いただけますので、ぜひご覧ください。

【ドクタラーゼ】
WEB： http://www.med.or.jp/doctor-ase/backnumber.html

【日医Lib】
WEB：http://jmalib.med.or.jp/

ドクタラーゼのバックナンバーを読みたい！Q
A

ドクタラーゼについて

医師の大先輩である大学教員の先
生に、医学生がインタビューします。
先生が学生時代・研修医時代に何
を学び、体験し、感じてきたのか、
それらの経験が現在にどうつながっ
ているのか…など、貴重なお話を伺
います。

医学生団体の立ち上げ・運営や研
究など、様々な学外活動で活躍す
る医学生に、医学生がインタビュー
します。医学生団体の立ち上げの
苦労話や、今後取り組んでいきたい
と思っていることなどを、医学生の
目線で描き出します。

他職種・他業種の社会人や大学生
と医学生による座談会企画です。日
頃話す機会のない、様 な々職種の同
世代と医学生が語り合います。

［これまでのテーマ例］臨床心理士・
TV番組制作・国家公務員・MRと
医師の関係等

各大学の「面白い」「興味深い」と
感じる授業・プログラムを募集して
います。

「印象に残る」「先生が魅力的」など、
実際に授業を受けた学生ならではの
視点で、おすすめの授業を教えてく
ださい！

「医師への軌跡」

「FACE to FACE」

「同世代のリアリティ」

「授業探訪」

授業以外で
先生と話せる
チャンス！

本格的な写真撮
影もあります！

面白かった授業を
教えてください！

医師との意外な
共通点が見つか
ることも！？

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！
このページでは、ドクタラーゼについてご紹介します。
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▶Pick up「10年目のカルテ」「レジデントロード」

ドクタラーゼでは、若手医師のキャリアに関するインタビュー企画
を掲載しています。
バックナンバーはすべてWEB上に公開されていますので、興味のあ
る診療科のインタビューをぜひ読んでみてください。

診療科ごとに、経験10年前後の医師にインタビューを行い、各診療科の
特徴や、これまでのキャリアを語っていただきました。

新専門医制度のスタートに伴い、若手医師
のキャリアインタビュー企画をリニューアル。
各領域の専門研修２～３年目の若手医師
に、医学部時代から臨床研修を経て現在
に至るまでの経験についてお話を伺います。

「医学生の交流ひろば」では、医学生による
様 な々活動の紹介を行っています。掲載をご希
望の方は、ドクタラーゼWEBのフォームから、
もしくは下記のメールアドレスまでご応募ください。
WEB：http://doctor-ase.med.or.jp/event.html
Mail：edit@doctor-ase.med.or.jp

ドクタラーゼでは、「同世代のリアリティー」「医師への軌跡」
「FACE to FACE」などの医学生が登場する企画に参加して
いただける医学生を募集しています。
興味のある方は、お名前・大学名・学年・参加希望の企画
を添えて、下記のメールアドレスまでご連絡ください。
Mail：edit@doctor-ase.med.or.jp

「医学生の交流ひろば」に
イベント情報・団体紹介を載せたい！

ドクタラーゼの企画に参加してみたい！Q

A

Q
A

「10年目のカルテ」

「レジデントロード」

号 診療科 号 診療科 号 診療科

１ 循環器内科 ９ 麻酔科 17 病理診断科、法医学

２ 消化器外科 10 神経内科 18 心臓外科、心臓血管外科、呼吸器外科

３ 小児科 11 整形外科 19 泌尿器科、腎臓内科、腎移植外科

４ 糖尿病・代謝内科 12 精神神経科 20 公衆衛生医師、医系技官

５ 脳神経外科 13 消化器内科 22 皮膚科、形成外科、眼科

６ 産婦人科 14 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 23
内分泌代謝内科、感染症内科、リウマ
チ・膠原病内科

７ 呼吸器内科 15 放射線科

８ 救急科 16 血液内科、腫瘍内科

号 診療科 号 診療科

24 産婦人科、耳鼻咽喉科 27 循環器内科、整形外科、眼科

25 麻酔科、救急科 28 泌尿器科、血液内科、乳腺外科

26 内科、脳神経外科、外科 29 消化器内科、心臓血管外科、放射線科
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interviewee

田中 ジョン 寛顕 
interviewer

永井 久子

カナダ生まれ福岡県育ち。大学1年の時に
IFMSA-Japan秋田支部を作る。3年時に
IFMSA-Japan理事に就任し、メキシコで
の世界総会に参加。その後、大学に落語
研究会を立ち上げる。春風亭昇太師匠と
林家木久扇師匠の前座を務めた。今後は
医師国家試験を目指しながら、秋田ケーブ
ルテレビの番組にレギュラーで出演予定。

田中 ジョン 寛顕　（秋田大学５年）

profile
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永井 久子　（秋田大学３年）

profile

ジョンさんは「やりたいことはやっちゃえ！（笑）」という持ち前の
ノリと勢いで周りを巻き込んで、全力で真面目にワクワクするこ
とをやってのける方という印象でした。今回はそんな面だけでなく、
先輩のコアになっている考え方や思いを聞けて大変良い刺激に
なりました。今回はインタビュアーという大変貴重な経験をあり
がとうございました。
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れ
ず
、
次
々
に
新
た
な
活
動

を
始
め
る
姿
を
見
て
い
る
と
、
そ
の

印
象
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
先
輩
に
と
っ
て
、
新
し
い

こ
と
を
始
め
る
の
は
大
変
で
は
な
い

ん
で
す
か
？

田
：
そ
う
だ
ね
。
落
研
の
立
ち
上
げ

も
実
は
そ
ん
な
に
苦
労
し
な
か
っ
た

ん
だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
で
呼
び
か

け
た
ら
、
興
味
の
あ
る
人
が
自
然
と

集
ま
っ
て
く
れ
た
。
今
の
時
代
、
人

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
ら
、
何
で

も
わ
り
と
簡
単
に
始
め
ら
れ
る
よ
。

永
：
病
院
実
習
中
も
、
月
に
２
回

以
上
公
演
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

忙
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

田
：
実
習
は
、
思
っ
て
い
た
ほ
ど
忙

し
く
は
な
い
か
な
。
寝
る
時
間
も
落

語
の
練
習
を
す
る
時
間
も
あ
る
し
。

そ
れ
に
実
習
自
体
も
結
構
楽
し
い
よ
。

だ
っ
て
、
患
者
さ
ん
と
会
話
が
弾
ま

な
か
っ
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
も
ん
。

永
：
ど
ん
な
話
を
す
る
ん
で
す
か
？

田
：
最
初
は
も
ち
ろ
ん
患
者
さ
ん
の

健
康
や
症
状
に
つ
い
て
だ
け
ど
、
患

者
さ
ん
の
持
ち
物
を
褒
め
た
り
と
か
、

気
付
い
た
こ
と
を
話
題
に
す
る
よ
う

に
し
て
る
。
そ
う
す
る
と
打
ち
解
け

や
す
い
気
が
す
る
ね
。

永
：
先
輩
は
昔
か
ら
物
怖
じ
し
な
い

性
格
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

田
：
小
さ
い
頃
は
目
立
つ
の
が
恥
ず

か
し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

生
徒
自
治
の
気
風
が
強
い
高
校
で
過

ご
す
う
ち
、
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

と
に
抵
抗
が
な
く
な
っ
た
か
な
。
高

校
時
代
に
は
、
英
語
の
ス
ピ
ー
チ

私
が
色
々
な
活
動
に
参
加
で
き
た
の

も
、
先
輩
の
お
か
げ
で
す
し
ね
。

田
：
興
味
本
位
で
動
く
こ
と
も
大
切

な
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。
本
を
読
ん

で
他
人
の
意
見
を
知
る
の
も
い
い
け

ど
、
僕
は
自
分
で
経
験
し
た
こ
と
を

自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
、
考
え
を
深

め
て
い
け
る
よ
う
な
人
間
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
る
ん
だ
。
そ
の
た
め
に

も
、
未
知
の
も
の
や
、
自
分
の
想
像

の
及
ば
な
い
よ
う
な
こ
と
を
も
っ
と

経
験
し
て
い
き
た
い
な
。

永
：
将
来
は
ど
ん
な
医
師
を
目
指
し

て
い
る
ん
で
す
か
？

田
：
こ
れ
は
パ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス
が

目
指
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
ん
だ

け
ど
、
病
院
と
い
う
形
に
は
こ
だ
わ

ら
ず
、
例
え
ば
児
童
養
護
施
設
や
子

ど
も
食
堂
の
よ
う
な
、
み
ん
な
が
集

ま
れ
る
居
心
地
の
良
い
場
所
を
作
っ

て
み
た
い
な
と
考
え
て
る
よ
。
こ
れ

か
ら
も
、
自
分
が
面
白
い
と
思
え
る

こ
と
を
突
き
詰
め
て
い
き
た
い
。
も

ち
ろ
ん
落
語
も
続
け
て
い
く
つ
も
り

だ
よ
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
、
ア
メ
リ

カ
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
こ
と
も
あ
る
よ
。

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
＊

の
始
祖
で

あ
る
パ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
、
入
院
中
の
祖
母
を
毎
日
お

見
舞
い
し
た
ら
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な

っ
た
っ
て
い
う
自
分
の
経
験
談
を
話

し
て
、「
笑
い
の
力
で
患
者
を
心
か

ら
健
康
に
す
る
医
師
に
な
り
た
い
」

っ
て
。あ
の
頃
は
我
な
が
ら
頑
張
っ
て

た
な
ぁ（
笑
）。
今
は
好
き
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
だ
け
だ
け
ど
ね
。

永
：
で
も
、
好
き
な
こ
と
を
実
現
し

て
い
く
先
輩
の
行
動
力
と
発
信
力
に
、

自
然
と
人
が
惹
か
れ
て
集
ま
っ
て

く
る
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
秋
田
は
立
地
的
に
も
、
外
に
出

た
り
外
か
ら
来
る
の
が
大
変
な
場
所

な
の
で
、
先
輩
の
よ
う
に
働
き
か
け

て
く
れ
る
人
は
と
て
も
貴
重
で
す
よ
。

外
に
出
て
み
た
い
け
ど
一
歩
を
踏
み

出
せ
な
い
学
生
や
、
外
に
出
る
と
い

う
意
識
も
な
か
っ
た
学
生
に
と
っ
て
、

先
輩
は
世
界
を
広
げ
て
く
れ
る
「
入

口
」
の
よ
う
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。

＊ホスピタル・クラウン…病院などで、患者や家族、医療スタッフの笑いを引き出す道化師。
※医学生の学年は取材当時のものです。
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